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背景

近年，ヒアリの侵入などの外来種に関する

ニュースが取り上げられるなど外来種問題に注目

が集まっている．これら外来種は在来の生態系を

破壊し，生物多様性を脅かすほか，人間活動に影

響を与えることから，対策を検討すべき重要な課

題とされている．外来種問題を考える上で象徴的

な存在としてミシシッピアカミミガメTrachemys

scripta elegans（以下，アカミミガメ）が挙げられ

る．本種は北米原産の淡水ガメでペットとして本種

の幼体が世界各国に多数輸出されており（Arvey

and Servan, 1998; Salzberg, 1998），飼育放棄

や移出逸脱によって分布を拡大し，定着している

（安川，2002；Kraus, 2009）．国内のアカミミガメ

をめぐっては，2013年に全国規模で行われた目視

観測調査において野外で目撃される淡水ガメの約

64%をアカミミガメが占めており，北海道から沖縄

まで広範囲で分布が確認されている（日本自然保

護協会，2014）．また，2016年に環境省が全国の

野外に生息するアカミミガメの個体数を推定したと

ころ，約800万匹が分布するという結果が示されて

いる（環境省，2016）．アカミミガメは日本の生態

系等に大きな影響を及ぼす侵略的な外来生物で

あることを踏まえ，2023年６月から条件付き特定

外来生物に指定される．しかし，流通を止めるだけ

では野外の個体数を減らすには不十分である．現

在も日本各地でアカミミガメの駆除活動が行われ

てはいるものの，本種は広範囲に分布するほか，

生息数も多いことから適切な駆除手法の開発が

必要とされている（亀崎，2015）．

アカミミガメの捕獲には，かごワナが一般的に用

いられる．このワナは海鮮魚などを餌にして，強い

においでカメを誘引し捕獲するもので，誘引効果

は設置時に最も発揮され，におい成分が環境中に

分散するほか，餌が腐敗することで誘引効果が

徐々に減衰する（図１）．アカミミガメが活動する時

間帯に合わせて罠を設置することにより，本種を

効率的に捕獲することができる．罠の設置期間を

長くするほど，累積の誘引効果は大きくなるが，ナ

マ ズ Silurus asotusや モ ク ズ ガ ニ Eriocheir

japonicus，ニホンイシガメMauremys japonica

といった在来生物の混獲を招く（図２ａ, ｂ, ｃ）ほか，

時間が経過するにしたがって一度罠に入ったアカ

ミミガメが脱出するリスクが高まる．これらのことか

らアカミミガメを狙って効率的に捕獲するには，ア

カミミガメの捕獲に適した時間帯を明らかにする必

要がある．

先行研究において，目視観察や標識再捕獲法・

ラジオテレメトリー法を用いて淡水ガメの行動生態

が調べられてきたが，本種の日周活動性に関する

情報（例えばCagle, 1950）は非常に限定的である．

また，水中や夜間における行動生態に関する知見

が特に不足している．これらのことから，本研究は，

アカミミガメを捕獲するための，かごワナを効率的
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に用いることを目的として，アカミミガメに加速度記

録計を取り付け，本種の活動時間帯を調べた．

材料と方法

2022年５月から８月にかけて，明石川（兵庫県

神戸市西区）で捕獲したアカミミガメに電波発信機

（BLT-03-1, CIRCUIT DESIGN社製）および加速

度記録計（AxyTrek-mini, TechnoSmart社製）の

装着を行った．３軸加速度を1/25秒ごとに測定し

たほか，環境温度・潜水深度を１秒ごとに記録す

るように設定した．これらの機器類は自己癒着

テープを巻いて保護し，縁甲板にドリルで穴を空け

マスチックテープと結束バンドで機器類と背甲板を

固定した（図３）．機器類の装着後，速やかに捕獲

した地点に放流し，数日から数週間後に電波発信

器から得られる情報をもとに，装着個体を再捕獲

し機器類を回収した．

得 ら れ た デ ー タ は 解 析 ソ フ ト の Igor Pro

（WaveMetrics社製）を用いて解析を行った．装着

個体の日周活動性を調べるために，活動度の指

標として記録計の長軸方向の加速度を用いて解

析を行った．ローパスフィルターを用いて加速度を

姿勢角由来の静的成分と動作由来の動的成分に

分類した．続いて，動的成分の30秒平均値を用い

て，装着個体の行動を活動と休息に分類する閾値

を個体ごとに設定し，行動を分類した（図４）．

図１．かごワナの誘因効果のイメージ図．設置時に誘因
効果が最も発揮され設置期間が長くなるほど，におい
成分が環境中に分散するほか，餌が腐敗し効果は
徐々に減衰する．

図２．かごワナに入る在来種 （ａ）ナマズ（ｂ）モクズガニ
（ｃ）ニホンイシガメ

図３．電波発信器（図中①）と加速度記録計（図中②）を
装着したアカミミガメ
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一般的に動物の活動パターンは昼行性・夜行

性・薄明薄暮性に分けられる（例えばBennie et

al., 2014）．そこで本研究は，日の出前の１時間を

薄明・日の出から日の入りまでを昼間，日の入り

後の１時間を薄暮，薄暮から薄明までを夜間とし

て，１日を４つの時間帯に分類した．分類した時間

帯ごとに，アカミガメの活動と休息の割合を求めた．

結果

アカミミガメのべ４個体から合計で約142時間分

のデータを取得した（表１，図５）．各時間帯におけ

る活動の割合について４個体の平均値および標

準偏差を求めたところ，薄明で34.7±15.1%，昼

間は39.4±24.4%，薄暮は16.1±20.6%，夜間は

7.3±4.8%を占めていた（図６）．アカミミガメは夜

間の大半の時間を休息して過ごす一方，薄明・昼

間は比較的活発であることが示された．

考察

アカミミガメの防除の手引きを記した文献におい

て，かごワナは半日以上仕掛けるのが望ましいと

されている（佐藤他，2019）．また，アカミミガメの

目視観察を行っている先行研究において，摂食は

早朝と午後の遅い時間に行われるとされている

Cagle. 1950

（Cagle, 1950）．これらのことから，本種が活動を

開始する夜間から薄明にかけて罠を設置し，活動

が低下し始める薄暮前後に回収することでアカミミ

ガメを効率的に捕獲することが可能である．

本研究ではのべ４個体のデータを基にアカミミガ

メの日周活動性を調べたが，今後もサンプルサイ

ズを増やして季節や雌雄ごとに分析することで，

日周活動性の傾向の詳細を明らかにしていきたい．
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記録時間（時間）記録時期装着時体重（g）性別個体番号
16.52022年5月28日～29日1590Ｆ97
442022年6月12日～14日772Ｍ39

192022年6月30日～7月1日1929Ｆ109
62.52022年8月2日～5日1490Ｆ97

図５．アカミミガメ（個体番号39）の加速度の時系列記録．縦軸は上から順に動的加速度の30秒平均値，行
動分類（黒色：活動，灰色：休息）を，横軸は時間軸を示す．グラフ中の破線は閾値を表しており，破線
より上側は活動，下側は休息として分類した．

表1．アカミミガメの個体情報と加速度記録を得た時期および時間
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